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漁
具
・
古
文
書
な
ど
8
0
点
展
示

７
月
１
日
か
ら
内
容
新
た
に
開
催

歴
廸
資
料
館
で
ま
｀

池
が
消
え
た

　
市
の
北
西
部
に
広
が
る
水
田
地
帯
も
次
第

に
開
発
が
進
み
、
工
場
や
住
宅
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
約
半
世
紀
前
ま
で
、
そ
こ
に

は
「
巨
椋
池
」
と
呼
ば
れ
る
淡
水
湖
が
あ
り

ま
し
た
。
ぞ
の
巨
椋
池
の
明
治
以
降
の
変
遷

の
様
子
、
更
に
も
っ
と
時
代
を
逆
上
っ
て

パ
ネ
ル
に
沓
九
し
て
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
漁
師
仲
間

ト
漁
師
仲
間
の
記
録

　
池
周
辺
の
人
々
の
生
業
と
し
て

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
漁
業
で

す
。
特
に
江
戸
時
代
に
は
、
漁
師

た
ち
は
仲
間
（
な
か
ま
）
と
言
わ

れ
る
同
業
者
の
組
織
を
作
っ
て
広

範
囲
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　
池
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
は
、

水
辺
の
民
の
生
活
を
潤
す
一
方
で

漁
民
と
農
民
の
間
に
避
け
難
い
対

立
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
は
、
そ

の
よ
ラ
な
状
況
を
生
章
舌
と
伝

え
て
ぐ
れ
ま
す
。

７
月
６
日
（
日
）
は

衆
・
参
両
院
選
挙
の
投
票
日

水辺の村々

　歴史資料館

　(折居台1丁目)

午前9時～午後5時

　月曜日は休館

　
巨
椋
池
は
古
代
か
某
玉

の
交
通
路
と
さ
れ
、
多
く
の

人
や
物
資
を
乗
せ
た
船
が
湖

面
を
行
き
交
い
ま
し
た
。
池

は
周
辺
の
村
々
を
舟
に
よ
っ

て
し
っ
か
且
靉
符
け
る
と

共
に
、
し
ば
し
ば
襲
い
来
る

水
害
や
利
水
問
題
な
μ
も
か

ら
み
、
村
の
協
力
関
係
は
更

に
広
が
り
ま
す
。
水
と
土
に

讐
見
人
々
の
怜
凡
間
な
い

努
力
と
生
き
様
は
、
今
の
私

た
ち
に
学
び
取
る
も
の
を
多

く
与
え
て
く
れ
ま
す
。

池
と
川
の
漁

▲モンドリ(写真右)などの漁具

　
何
と
言
っ
て
も
今
回
の
メ
イ
ン
は
、
様
々
な
漁
具
の
紹
介

で
し
ょ
う
。
季
節
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
目
的
と
す
る
魚
の

種
類
に
よ
っ
て
実
に
多
種
多
様
な
漁
具
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
投
げ
網
を
始
め
と
す
る
網
漁
、
水
底
に
潜
む
魚

を
ず
く
い
取
る
漁
法
な
ど
…
。
最
も
代
表
的
な
「
モ
ン
ド
リ
」

漁
（
竹
す
の
先
端
に
網
や
か
ご
を
取
ひ
付
け
、
そ
こ
に
入
っ

た
魚
を
捕
ら
え
る
漁
法
）
に
関
し
て
も
、
そ
の
バ
リ
干
・
。
シ

ョ
ン
は
大
変
豊
富
で
す
。
壁
面
に
は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和

初
期
の
漁
業
風
景
の
貴
重
な
ス
ナ
″
プ
写
真
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
じ
っ
く
り
観
覧
す
る
と
、
昔
の
風

景
が
頭
の
中
に
広
が
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

　
七
月
一
日
か
ら
「
青
少
年
を

非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
、

増
加
率
が
鈍
化
し
て
い
る
も
の

の
、
非
行
の
低
年
齢
化
や
「
い

じ
の
」
に
見
ら
れ
る
ぷ
つ
に
深

刻
さ
を
増
し
て
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
を
取
り
巻
ぐ
環

境
も
、
健
全
な
人
格
形
成
に
と

っ
て
好
ま
し
い
状
況
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
青
少

年
の
非
行
防
止
の
た
め
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
全
市
的

な
運
動
と
し
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
月
間
中
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
は
、
少
年
補
導
委
員
に
よ
る

街
頭
補
導
活
動
を
始
め
、
社
会

環
境
浄
化
活
動
と
し
て
書
店
や

ゲ
ー
ム
場
な
ど
へ
の
立
ち
入
り

調
査
を
実
施
。
特
に
関
係
業
者

な
ど
へ
の
豊
混
動
を
行
い
ま

す
。
こ
の
外
、
青
少
年
の
心
理

か
的
確
に
と
ら
え
指
導
に
生
か

す
た
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
堺
幻
る
人
を
対
象
に
次
の
と

お
り
講
演
会
を
開
章
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
青
少
年
問
題
講
演
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
7
日
旧
、
午

青少年を非行から守ろう

７月は全国強調月間

後
１
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
市

民
心
一
館
（
宇
治
里
尻
七
四
－
九
）

▼
テ
ー
マ
・
：
最
近
の
子
ど
も
の

問
題
行
動
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
▼
講
師
・
：
藤
正
健
さ
ん
（
フ

ジ
非
行
問
題
研
究
所
主
宰
・
前

宇
治
少
年
院
長
）

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
社
会
を

　
明
る
く
す
る
運
動

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
、
第
三
十

六
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
月
間
が
七
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
宇

治
地
区
実
施
委
員
合
一
で
は
、
地

域
活
動
の
一
層
の
推
進
に
よ
る

少
年
非
行
防
止
と
、
更
生
へ
の

援
助
を
重
点
目
標
に
、
次
の
運

動
を
展
開
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
ず
。

　
Ｏ
７
月
６
日
㈲
、
午
後
２
時

半
か
ら
宇
治
橋
通
り
街
頭
啓
発

パ
レ
ー
ド
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

啓
発
ビ
ラ
配
布
（
市
内
８
ヵ
所
）

○
小
・
中
学
生
か
ら
の
運
動
標

語
発
表
○
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ

る
啓
発
な
ど
。

　
（
「
社
明
」
運
動
宇
治
地
区
実

施
委
員
会
・
青
少
年
対
策
室
）

609
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持
一
　
七
月
六
日
は
、
衆
・
１
　
両
院
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

一
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。
棄
権
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
な
お
、
翌
七
日
剛
は
選
挙
の
開
票
日
で
す
。
開
票
業
務

一
に
は
多
数
の
職
員
が
従
事
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
窓
口
を

一
始
め
市
役
所
業
務
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

｛
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
役
所
へ
の
来
庁
は
な
る

‘
べ
く
七
日
側
を
避
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ミニバイクも義務付け　ヘル

メット着用を　7月５日から減

点１点

劇団四季ミュージカル　Ａ　ＣＨＯＲＵＳＬＩ

ＮＥ

9月10日（水）

午後6時半開演

文化会館大ホール



川国

字
治
市
史の
窓

(その124)

　
宇
治
郷
の
代
官
と
し
て
長
く

執
務
し
続
け
て
い
た
上
林
峯
順

家
工
の
上
林
家
）
は
、
亨
保

四
年
（
一
七
一
九
）
上
林
久
豊
の

と
き
、
失
態
に
よ
り
改
易
さ
せ

ら
れ
る
。
代
わ
っ
て
同
族
で
あ

る
上
林
又
兵
衛
家
（
下
の
上
林

家
）
の
政
武
が
、
同
年
宇
治
郷

代
官
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
又
兵
衛
家
は
、
上

林
久
重
の
四
男
政
重
を
先
祖
と

す
る
家
系
で
あ
り
、
政
重
は
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
八
月
伏

見
城
で
戦
死
し
た
も
の
の
、
そ

の
子
政
信
が
畿
内
代
官
の
一
人

に
任
せ
ら
れ
、
以
来
代
々
代
官

を
世
襲
し
た
と
い
う
。

９月15日(祝)文化センターで開催

　
元
和
元
年
（
ニ
ハ
ー
五
）
に

は
、
知
行
地
と
し
て
宇
治
郷
の

内
二
百
二
十
石
、
小
倉
村
の
内

六
十
二
石
余
、
合
計
二
百
八
十

二
石
を
認
め
た
徳
川
家
康
の
黒

印
状
が
残
さ
れ
て
お
り
．
他
史

料
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ

の
こ
ろ
ま
で
に
は
代
官
の
任
務

に
着
い
て
い
た
こ
と
に
間
違
い

後
の
支
配
地
の
作
危
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
畿
内
を
中
心
と
し

た
支
配
地
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
又
兵
衛
家
は
、
政
信
の
後
、

政
次
、
政
矩
、
政
冨
、
定
政
、

政
武
と
代
官
を
世
襲
し
て
い
き
、

政
武
の
時
、
宇
治
郷
代
官
に
任

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
政
武
は
二
十
三

く
も
、
宇
治
郷
代
官
を
免
職
さ

せ
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
江
戸
幕
府
成
立
以
来
、
百
数

十
年
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
て
い

た
上
林
一
族
に
よ
る
宇
め
支
配

は
、
こ
の
年
翌
日
一
終
え
ん
を

告
げ
る
。
以
後
五
十
余
年
間
は

宇
治
以
外
に
役
屋
敷
を
も
つ
畿

内
代
官
衆
が
宇
治
を
支
配
す
る

上
林
代
官
の
改
易

は
な
い
。

　
そ
れ
以
降
、
畿
内
代
官
衆
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
『
京
都
御
役
所
向
大

概
賞
書
‘
に
よ
れ
ば
、
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
）
に
は
、
山
城
・

大
和
・
摂
津
・
近
江
の
内
か
ら
一

万
石
余
り
を
支
配
し
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前

年
間
宇
治
郷
代
官
を
務
め
る
の

で
あ
る
が
、
寛
保
三
年
（
一
七

四
三
）
「
手
代
の
も
の
の
越
度

こ
と
あ
る
に
よ
り
、
職
を
奪
は

れ
、
閉
門
」
と
い
う
処
罰
を
受
け

た
。
こ
の
と
き
の
事
情
を
記
し

た
史
料
は
見
当
た
ら
ず
、
手
代

の
越
度
が
具
体
的
に
ど
う
い
う

も
の
か
分
か
ら
な
い
。
と
も
か

こ
と
に
な
る
。

　
当
初
は
経
理
に
明
る
い
代
官

が
着
任
し
た
も
の
の
、
数
年
後

に
は
京
都
代
官
が
支
配
す
る
よ

う
に
な
る
。
し
か
し
、
京
都
代
官

に
よ
る
宇
治
郷
支
配
は
、
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
小
堀
邦
明

の
時
に
終
わ
り
、
再
び
上
の
上

林
家
の
久
ｍ
割
宇
治
郷
代
官
に

参
加
は
申
し
込
み
制
で

　
市
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
、
こ
と
し
の
敬
老
会
を
、
９
月
1
5
日
に
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
７
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
多
数
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
楽
し
い
敬
老
の
日
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
結
果

を
見
て
も
、
全
人
口
の
十
％
が
六

十
五
歳
以
上
に
な
る
な
ど
、
我
が

国
も
確
実
に
局
齢
化
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
こ
の
傾
向
は
同
様

で
老
齢
人
口
が
増
加
。
今
後
と
も

毎
年
数
百
人
が
増
え
続
け
る
こ
と

『
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
敬
老
の
日
を

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

本
年
度
の
敬
老
会
事
業
を
次
の
要

項
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

▲昨年の敬老会(文化センター)でお

　祝いのざぷとんを贈る池本市長

任
命
さ
れ
る
。
そ
し
て
宇
治
在

住
の
代
官
と
し
て
活
躍
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

－
◇
－
Ｃ
－
◇
・
－

　
　
『
宇
治
市
ぶ
第
二
巻

　
　
　
　
好
評
発
売
中
で
す

　
長
ら
く
品
切
れ
と
な
っ
て
い

ま
し
た
『
宇
治
市
き
第
二
巻

を
こ
の
程
増
刷
し
ま
し
た
。

７月１日～31日

はがきで受け付け

ぼ
店
」

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館
（
折
居
台

　
一
丁
目
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で

　
行
い
未
了
。

表（あて先）

郵便はがき

　　　[6][1][|]ロロ

　
第
二
巻
は
、
鎌
倉
・
室
町
・

戦
国
時
代
の
宇
治
を
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
詳
９
叙
述
し
た
も

の
で
す
。
お
求
め
は
宇
治
市
歴

史
資
料
館
（
折
居
台
一
－
一
昔

⑩
1
3
1
1
）
へ
。
価
格
は
一

冊
四
千
円
で
す
。
な
お
、
図
録

「
宇
治
茶
」
（
二
千
円
）
も
販
売

中
で
す
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

▲代官執務の風景

▼
と
き
…
９
月
1
5
日
例
だ
け
と

　
し
、
午
前
・
午
後
各
一
回
実
施

　
し
ま
す
。

▼
招
待
老
人
の
範
囲
…
市
内
在
住

　
で
、
大
正
５
年
９
月
1
6
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
満
7
0
歳
以
上
の
約

　
二
千
五
百
人
。
参
加
の
方
法
は

　
申
し
込
み
制
で
。

▼
輸
送
体
制
…
昨
年
ど
お
り
路
線

▼
申
し
込
み
期
間
・
：
７
月
１
日
㈹

　
か
ら
3
1
日
俐
ま
で
（
７
月
3
1
日

の
消
印
有
効
）
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
は
が
き
で
。

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
福
祉
事
務
所

　
福
　
祉
　
課
　
行

□

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

も
っ
と
登
録
を

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

六
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

登
録
の
品
物
が
少
な
く
、
あ
っ

せ
ん
が
出
来
ま
せ
ん
。
ご
家
庭

で
不
用
に
な
っ
た
品
物
を
こ
の

機
会
に
登
録
し
て
下
さ
い
。

　
登
録
中
の
品
物

　
〈
譲
り
ま
す
〉

　
二
段
べ
″
ド
、
ベ
ビ
ー
ベ
″

ト
、
ベ
ビ
ー
ラ
″
ク
、
む
接
セ

ッ
ト
、
レ
ザ
ー
張
り
い
ず
、
食

器
だ
な
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
引
き

出
し
、
換
気
扇
、
す
べ
り
台
、

お
む
つ
乾
燥
機
、
お
ま
る
、
歩

行
器
、
車
助
手
席
用
い
ず
、
ボ

ー
リ
ン
グ
球
、
ス
キ
ー
板
。

　
バ
ス
な
ど
で
。
専
用
停
車
場
や

　
時
刻
に
つ
い
て
は
、
巾
政
だ
よ

　
り
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
式
典
と
催
し
…
催
し
も
の
に
つ

　
い
て
は
、
漫
才
・
浪
曲
な
ど
の

　
ブ
ロ
の
芸
能
シ
ョ
ー
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。
（
出
演
者
が
決
ま

　
り
次
第
お
知
ら
せ
に
ま
す
。
）

▼
記
念
品
…
参
加
者
だ
け
に
会
場

あ
て
先
は
。
宇
治
市
福
祉
事
務

所
、
福
祉
課
。
左
の
書
式
に
従

っ
て
お
書
き
ぐ
だ
さ
い
。
記
入

が
不
十
分
な
場
合
や
電
話
で
の

裏

敬老会参加申込書

住　　所

氏　名(ふりがな)

電話番号
年齢

　
〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

　
座
敷
机
、
応
接
セ
″
ト
、
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
食
卓
セ
″
ト
、

ソ
フ
ァ
ー
、
洋
服
々
ン
ス
、
ラ

ジ
オ
カ
セ
″
ト
、
洗
濯
機
、
ク

ー
ラ
ー
、
小
や
テ
レ
ビ
、
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
、
へ
″
ド
ホ
ー
ン

ラ
ジ
カ
セ
、
オ
ル
ガ
ン
、
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
、
自
転
車
、
子
ど

も
用
食
卓
い
す
、
お
ま
る
、
キ

ャ
リ
ー
バ
″
グ
、
ゆ
り
か
ご
、

掛
け
時
計
、
ロ
″
ク
ミ
シ
ン
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
英
文
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
。
キ
ャ
ン
プ
用
テ

ン
ト
、
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
、
子

ど
も
用
自
転
車
、
都
市
ガ
ス
用

湯
沸
か
し
器
。
（
商
工
観
光
課
）

　
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
敬
老
祝
金
の
支
給
方
法
…
会
場

　
で
お
渡
１
　
す
る
の
で
は
な
く
、

　
地
域
ご
と
に
日
時
と
場
所
を
決

　
め
、
受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ

、
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
ご

　
と
の
日
時
と
場
所
に
つ
い
て
は
、

　
後
日
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
受
け
付
け
出
来
ま

せ
ん
。

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
の
上
、
そ
の
結
束
を
通
知
１
　
歪

す
。
ま
た
、
希
望
時
間
（
午
前
の

部
・
午
後
の
部
）
に
つ
い
て
は
、

ご
希
臼
宮
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ど
さ
か
だ
部
く
の
て

生年月日

希望時間（

※午前の部か午後
　ちらかを記入し
　り>.

利用する交通機関（

※市が運行するバス、自家
　用車、その他のいずれか
　を記入してください。

々
なし膝

おはなし会　
巨
椋
池
の

　
蓮
を
観
賞
す
る
会

　
夏
の
風
物
詩
－
蓮
（
ハ
ス
）

の
花
欠
観
賞
し
な
が
ら
、
ス
ヶ

ツ
チ
、
写
真
撮
影
、
俳
句
作
り

な
μ
を
し
て
、
か
っ
て
の
巨
椋

池
を
し
の
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
…
７
月
2
0
日
㈲
、
午

前
９
時
～
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
伊

勢
田
町
遊
田
西
村
金
次
さ
ん

宅
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
人
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

▼
定
員
：
5
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・

往
復
は
が
き
に
「
蓮
を
観
賞
す

る
会
参
加
希
誤
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
（
同
伴
の
場
合
は

全
員
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
ヽ
７
月
1
2
日
ま
で
り
小
倉

公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
）
へ
。

　
広
野
公
民
館

　
　
　
開
館
講
演
会

　
地
域
住
民
の
学
習
や
文
化
活

動
な
ど
を
進
め
る
、
教
育
機
能

を
持
っ
た
公
民
館
施
設
の
役
割

と
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

夏の子どもクラブの日程表

７月9日午後3時～3時半

小倉公民館保育室

読み間かせ・紙芝居

幼児・小学校低学年と母親

中央図書館サークル.I絵本の会

後藤さん　豊⑩8991

と　き

ところ

内　容

対　象

問い合わせ

た
め
の
講
演
会
を
開
今
ぷ
す
。

　
▼
と
き
…
７
月
９
日
南
、
午

後
７
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
広

野
公
民
館
会
議
室
▼
講
師
…
笠

鴫
教
瑞
さ
ん
▼
参
加
・
問
い
合

わ
せ
…
広
野
公
民
館
（
広
野
町

寺
山
1
7
・
き
⑥
7
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
夏
の

　
　
　
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　
新
し
い
会
場
で
、
新
し
い
多

く
の
友
だ
ち
と
、
仲
良
く
学
び

共
に
楽
し
む
教
室
で
す
。

　
長
い
夏
休
み
生
活
の
楽
し
い

プ
ラ
ン
に
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
▼
と
こ
ろ

・
：
広
野
公
民
館
▼
対
象
…
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
▼
定
員
…

4
0
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・
三

百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
・
：
７
月
１
日
脚
か
ら
広
野
公

民
館
（
公
⑥
7
4
5
0
）
へ
電
話

か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

とき 内　　容 講　　師

7/21

㈲

楽しく本を乱むために
　　　(お謡)

几小v'ti教.
　黒川　■itif･さん

収話術の政賞 ロゴ又収話術師
　幡山二三郎さん

7/24
(村

採集のお謡

　標本の作り方など
比小学校教諭　金子ひさのさん

7/28
　01)

クラフト教室
　作って遊ぼう

京野小乍校教sfl
　中津川美津(■さん

7/31

('M

さわやかに身体を動かそう

体操やゲームなど ｽﾎﾟｰﾂ振興審議会SH
　　今西　圭了･さん

8/4
囲
調理実習
おやつ作')と試食

保健于防課栄養士

610

敬老会で楽しい一日を

申
し
込
み
あ
ん
な
い

お問い合わせ福祉事務所福祉課電話223141内線333
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雑草は害虫の繁殖場
　
夏
は
雑
草
が
伸
び
盛
り
の
季
節
。

今
、
市
内
の
空
き
地
で
は
、
雑
草

が
夏
の
日
差
し
か
溶
び
て
、
ぐ
ん

ぐ
ん
伸
び
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
近
隣
か
ら
　
　
肖
情
の
あ

っ
た
突
昆
の
所
有
者
に
対
し
て
、

草
刈
り
に
よ
る
空
き
地
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
、
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
草
刈
り
条
例
」
に
炳
つ
く
昨
年

度
の
指
導
件
数
は
、
九
百
八
十
五

件
。
今
年
も
「
事
前
通
知
」
を
送

付
し
。
空
き
地
の
適
正
な
管
理
を

お
目
い
し
て
い
ま
す
が
、
折
で
の

空
き
地
の
雑
草
で
困
っ
た
時
は
、

環
境
保
全
課
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
人
手
不
足
な
ど
で
所
有

者
が
草
刈
り
出
来
な
い
場
合
は
、

市
へ
の
委
託
制
度
も
あ
り
ま
す
。

料
金
は
、
一
平
方
が
に
付
き
四
十

円
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
環
境
保
全

課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

▲炎天下での作業には、帽子も忘れずに…

お
知
ら
せ

　
市
立
保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト

　
登
録
者
の
募
集

　
柵
祉
小
≪
;
所
で
は
、
市
立
保
育

所
の
保
は
・
用
務
・
調
理
の
、
ア

ル
バ
イ
ト
職
員
鎌
良
1
　
4
を
募

災
し
て
い
ま
す
。
保
に
の
場
合
は
、

保
は
資
格
を
有
す
る
か
経
験
の
あ

大
久
保
町
旦
椋

　
稲
倉
　
明
子
ち
ゃ
ん

る
人
、
ま
た
は
意
欲
の
あ
る
人
。

　
登
録
を
ご
希
望
の
人
は
、
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
は
っ
て
保
育
課
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
宇
治
市
統
計
書
の
発
刊

　
市
で
は
、
宇
治
市
統
計
書
（
六
十

年
度
版
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
統

計
書
は
五
十
一
年
度
以
来
、
毎
年

発
刊
。
Ｂ
５
版
二
亘
一
干
五
ペ
ー

ジ
、
土
ハ
項
目
に
分
け
て
、
統
計

数
字
で
本
市
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
に
は
、

　あきちゃんは、お兄ちゃんにい

じめられても泣かない、強い女の

子です。

　この欄に掲載するお子さん（60

年７月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

一
部
千
円
で
頒
布
し
ま
す
。
企
画

課
ま
で
。
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
事
業
所
統
計
調
査
に

　
　
ご
協
力
を

　
事
業
所
統
計
調
査
の
調
査
票
へ

の
記
入
は
、
も
シ
お
済
み
で
し
ょ

フ
か
。
近
日
中
に
、
調
査
員
が
調

査
票
の
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
面
倒
で
す
が
、
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
企
画
課
）

　
７
月
の
社
会
保
険
相
談

　
年
金
や
健
康
保
険
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
倣

　防災

ミニ百鶴

読
売
テ
レ
ビ
で

放
映
中

木
曜
日
、
Ａ
Ｍ
‐
一
2
5
～
3
0

自治省消防庁

7/31
(羽
7/24
(ね
7/17
附
7/10
(ね
7/3
俐

番

組

の

日

程

風

水

■';■

火

災

救

急

風

水
害

風

水

■';■

ii-;

心
／

Ｑ

山

くた
山

少

年

消
防

ク

－
フ

ブ

の
活

躍

覚

え
よ

つ
／

人
工

呼

吸

法

　落
　山

　の

　－
．わ
　さ

安

全

で
す

か
？

住

ん
で

い

る

場
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
四
］
７
月
1
1
1
1

日
出
‥
‥
小
倉
公
民
館
回
2
5
日
倒
＝

広
野
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
１

時
～
４
時
。
　
（
保
険
年
金
課
）

　
季
節
料
理
教
室

　
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
営

協
議
会
の
主
催
で
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
７
月
１
１
‥
‥
日
出
、
午
後

１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
立
向
き
の
中

華
風
総
菜
と
菓
子
▼
講
師
・
：
料
理

研
究
家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
定

員
・
：
3
6
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…

材
料
実
費
千
三
百
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
参
加
費
を
添
え
て
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
へ
直
接
、
電
話
や
は

が
き
は
不
可
。
（
交
通
労
政
課
）

　
向
上
訓
練

　
　
　
受
講
者
の
募
集

　
▼
電
気
工
事
士
講
習
…
７
月
1
3

日
、
1
9
日
、
2
0
日
、
2
6
日
。
い
ず
れ

も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。
受
講

料
八
千
円
。
定
員
5
0
人
。
７
月
１
１
八

日
締
め
切
り
▼
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
の

使
い
方
・
：
７
月
８
日
、
９
日
。
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
1
5

分
。
受
講
料
二
千
円
。
定
員
1
0
人
。

７
月
７
日
締
め
切
り
。

　
詳
し
ぐ
は
、
京
都
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
開
発
援
助
課
（
長
岡
京
市

友
岡
１
丁
目
２
番
１
号
・
Ｓ
Ｏ
７

５
㈲
7
3
9
1
A
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
留
学
生
の

　
　
　
民
泊
家
庭
募
集

　
関
西
外
国
語
大
学
が
、
九
月
に

来
日
す
る
留
学
生
の
受
け
入
れ
家

庭
を
募
集
。
特
別
の
配
慮
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
一
員
と
し

て
、
迎
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
受
け
入
れ
期
間
…
９
月
～
1
2

月
の
４
ヵ
月
▼
謝
礼
…
月
額
五
万

五
千
円
（
Ｈ
月
と
1
2
月
は
暖
房
費

五
千
円
を
加
算
）
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
関
西
外
国
語
大
学
国
脳
ヱ
流
課

（
豊
0
7
2
0
⑨
6
7
5
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
関
西
外
田
語
大
学
）

　
第
三
十
六
回
宇
治
川
写
生
大

会
に
は
、
近
畿
各
府
県
か
ら
幼
・

小
・
中
学
校
四
十

七
校
、
一
万
五
千

二
十
七
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
日
に
行

わ
れ
た
審
査
の
結

果
、
推
鵬
士
点
、

特
選
二
百
二
十
九

点
、
入
選
千
百
六

十
点
、
奨
励
ｎ
二

十
点
が
決
定
。
特

選
以
上
（
奨
励
賞

を
含
む
）
の
作
品

を
、
次
の
日
程
で

展
示
し
ま
す
。
ご

宇治川写生大会

家
族
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

半日人間ドック

受診者を募集

検診料の７割を市が補助

　
市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発

見
と
予
防
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
半

日
人
間
■
■
'

?
N
タ
検
診
料
の
補
助

（
七
割
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
◎
７
月
1
6
日
困
～

2
8
日
向
＝
幼
碓
園
、
小
学
校
１

　
　
　
　
　
～
３
年
（
奨
励
ｎ

入賞作品の展示会

含
む
）
口
７
月
3
0

日
南
～
８
月
Ｈ
日

囲
＝
小
学
校
４
～

６
年
つ
８
月
1
3
日

困
～
2
5
日
囲
り
中

学
生
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後

５
時
▼
と
こ
ろ
・
：

市
観
光
セ
ン
タ
ー

２
階
展
示
ホ
ー
ル
。

　
な
お
、
推
薦
作

品
十
一
点
は
、
全

期
閻
を
通
し
て
Ｗ

示
し
ま
す
。

　
（
商
工
観
光
課
）

　
▼
検
診
日
・
：
９
月
１
日
～
6
2

年
３
月
3
1
日
▼
検
診
会
場
・
・
・
京

祁
第
一
赤
十
字
病
院
▼
内
容
・
：

成
人
病
を
中
心
と
し
た
総
合
的

な
健
康
診
断
▼
対
象
・
：
①
検
診

日
時
点
で
、
本
市
の
国
保
に
継

続
し
て
一
年
以
上
加
入
し
て
い

る
人
②
4
0
歳
以
上
、
6
5
歳
未
満

の
人
③
検
診
日
に
入
院
、
ま
た

は
妊
娠
し
て
い
な
い
人
④
6
0
年

９
月
～
6
1
年
３
月
の
間
に
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
人

▼
定
員
・
・
・
二
百
人
（
先
着
順
）
▼

自
己
負
担
額
・
：
男
性
一
万
一
千

四
。
白
円
、
女
性
一
万
二
千
三
百

円
▼
申
し
込
み
・
：
７
月
１
日
か

ら
印
鑑
と
保
険
証
忿
持
っ
て
保

険
年
金
課
へ
。
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
後
日
采
庁
の
上

手
続
畿
ぴ
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

歯
の
教
室

７
月
1
7
日
、
宇
治
保
健
所
で

　
▼
と
き
…
７
月
1
7
日
困
、
午

後
１
時
半
～
３
時
半
（
身
体
計

測
の
希
望
者
は
午
後
１
時
か
ら
Ｉ

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保
健
所
▼
対

象
・
：
１
歳
未
満
児
の
保
護
者
ま

た
は
妊
婦
▼
内
容
・
・
Ａ
‥
赤
ち
ゃ

ん
の
牛
活
と
歯
〕
虫
歯
予
防
に

つ
い
て
レ
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
ン

歯
の
磨
き
方
。
こ
の
外
、
歯
科

相
談
、
離
乳
相
談
、
青
児
相
談
も

行
い
ま
す
▼
定
員
＝
5
0
人
ｙ
申

し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治

保
健
所
（
豊
昌
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）
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い
よ
い
よ
水
の
手
節
。
七
月
十

三
日
間
か
ら
、
市
民
プ
ー
１
ル
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
市
民
プ
ー
ル
は
、
偕
７
公
園
（
五

夕
庄
三
番
割
）
と
、
西
宇
治
公
田

（
小
倉
町
蓮
池
）
の
二
ヵ
所
。
両
プ

ー
ル
共
、
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

と
幼
児
川
プ
ー
ル
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
ぷ
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
多
い
に
ご
利
川

く
だ
さ
い
。

　
▼
開
場
日
時
…
、
７
月
1
3
日
㈲

＝
午
一
川
1
0
時
～
午
後
５
時
・
‐
日

㈲
1
1
9
日
出
―
午
民
１
時
～
５
時

　
2
0
‐
㈲
1
3
1
日
出
―
午
前
1
0
時

～
午
後
５
時
よ
８
Ｈ
１
日
吻
～
3
0

日
出
＝
午
前
ｍ
屁

3
1
日
㈲
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

（
光
化
学
ス
モ
″
グ
発
生
時
や
、
雨

で
水
温
低
下
の
場
合
に
は
休
現
す

る
こ
と
ち
あ
・
り
ま
す
）
▼
入
場
料

：
大
人
三
百
円
、
中
学
牛
ほ
下
百

円
。
コ
イ
ン
ロ
″
カ
ー
百
円
（
１

回
）
▼
専
用
使
用
期
間
・
：
７
月
７

日
剛
Ａ
Ｈ
日
吻
、
1
4
日
囲
～
1
9
日

出
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
。

団
体
の
み
▼
専
用
使
用
料
…
五
千

円
（
１
時
問
）
▼
専
用
使
用
の
申
し

込
み
…
使
用
予
短
日
の
５
日
前
ま

で
に
、
黄
四
大
公
園
管
理
事
務
所
（
黄

槃
公
園
内
・
Ｓ
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

　
な
お
、
両
プ
ー
ル
共
、
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
カ
ー
で
の
来

場
は
ご
遠
志
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
母
と
子
の
水
泳
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
い
１
１
日
圖
～
1
9
日

出
の
８
日
間
（
1
3
日
屈
を
除
く
）
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
５
時
半
～

７
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
宇
治
公
園

プ
ー
ル
▼
対
象
・
定
員
…
小
学
生

と
そ
の
母
親
3
0
組
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
電
話

で
市
民
体
育
課
へ
。
‘

市民体育の

あ知らせ

　　☆･

　市民体育課

電話223141

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
７
月
1
3
日
㈲
、
京
阪

宇
治
駅
前
に
午
前
８
時
2
0
分
集
合

▼
コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
阪
本

駅
↓
日
吉
大
社
↓
根
本
中
堂
↓
赤

山
禅
院
（
解
散
）
の
徒
歩
行
程
約
1
5

J
▼
交
通
費
…
各
自
負
担
▼
準
備

す
る
物
…
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な

ど
▼
問
い
合
わ
す
：
木
村
長
次
さ

ん
（
容
四
3
6
3
3
）
へ
。

　
雨
天
の
場
合
は
、
七
月
二
十
日

㈲
に
延
期
。

　
婦
人

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
７
月
1
4
日
剛
、
1
7
日

出
、
2
1
日
叫
2
4
日
出
、
2
8
日
卯
、

3
1
日
出
、
８
月
４
日
剛
、
７
日
出

の
８
日
間
。
い
ず
れ
も
午
後
７
時

半
１
９
時
半
▼
と
こ
ろ
…
東
宇
治

中
学
校
体
育
館
▼
対
象
・
定
員
…

婦
人
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
市
民
体
育
課

へ
電
話
で
。

　
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
：
７
月
1
9
日
出
～
８
月

1
0
日
間
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
８

日
間
）
。
い
ず
れ
も
午
後
５
時
～
７

時
▼
と
こ
ろ
・
：
東
山
公
園
コ
ー
ト

（
ク
レ
ー
）
▼
対
象
・
定
員
・
：
高
校

生
以
上
の
初
心
者
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

市
民
体
育
課
へ
電
話
で
。

　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
ｙ
と
き
…
７
月
Ｂ
日
間
、
午
前

９
時
～
１
１
‥
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保

小
学
校
体
育
館
▼
内
容
…
健
康
体

操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム

▼
参
加
北
・
：
無
料
▼
準
備
す
る
物

・
：
上
靴
、
タ
オ
ル
▼
参
加
費
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
：
当
日
、
直
接
会

場
へ
。

空地の雑草　すすんで草刈りを

市
民
プ
ー
ル
で
泳
ご

う７
月
1
3
日
、
市
民
プ
ー
ル
（
黄
檗
　
西
宇
治
）
が
オ
ー
プ
ン

示 で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い

夏だ
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　　献血

●15日(府営西大久保団地第３集会所lO時～

正午と13時～15時半く主催一府営西大久保

団地連合自治会〉)、30日(宇治市役所lO時

～正午と13時～15時半)。

　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●8

日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着)｡その他、毎週月曜日

　(午前9

時～10時半)宇治保健所で実施。

　相談あんない

●青少年相談(22日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(2日.

16日、京都府

宇治地方振興局a⑩2049、9時～16時)。

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかだなど

。

お気軽にご相談く

ださい

。

相談は無料

､

･ 秘 密 は 厳 守

。

♂ ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●● 1 1 ● ･ ･ ･ ● ･ ゛ ･ I ･ ゜ ゜ ゜ ゜ ･ ゜ ゛ ･ ･ ゜ ● ● ● ● ● ● ● 丿 ● 丿 ●●●●● ･ ● ･ ● ● ● ● I ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ S

　 　 社 会 福 址 協 議 会 の 法 律 （ 定貝 1 0 人 ） ・ 年

　 金
・
結 婚 ・ 心 配 ご となどの相談日程や

パ

｜
行政・人権・消費生活

､ ･

精 神 薄 弱 者 相 談

の日程は. 61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

　談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

：会館3 階の家庭児童相談室(a(8l8698)

lで。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

｜金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階
　の老人福祉センター(S⑩5652）で。　l

t…………………………………………………………………j

田 ●
清
潔
な
生
活
環
境
を

－一個－・■－・■■・・■儡－－・■■■■■■■■■－■■－■・番－■■■■■■■■■■・●■■■－■■■■■－・－－・㎎－－－－■－■■

夏の大掃除
　
７
月

　
　
　
６
・
1
3
・
2
0
日
に

　
市
で
は
、
こ
と
１
　
低
７
月
６
日
、

1
3
日
、
2
0
日
の
日
曜
日
を
「
大
掃

除
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
大
掃
除
は
、
屋
内
で
も
日
ご
ろ

清
潔
を
保
持
し
に
く
い
部
分
を
掃

除
す
る
こ
と
で
、
牛
活
環
境
牽
よ

り
清
潔
に
し
￥
チ
。

　
こ
の
三
日
間
の
う
ち
、
各
家
庭

で
都
合
の
良
い
日
か
選
ん
で
実
施

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
…
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
大

　
掃
除
を
実
施
し
た
週
の
定
期
収

　
集
日
に
収
集
し
ま
す
。
燃
え
な

　
い
ゴ
ミ
は
、
実
施
し
た
次
回
の

　
定
期
収
集
日
に
収
集
し
毒
了
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
・
：
大
掃
除
で
出
た
ゴ

　
ミ
に
限
っ
て
、
障
子
戸
、
マ
″

　
ド
レ
ス
、
家
具
類
を
燃
え
な
い

　
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
１
　
ま
す
。
そ

　
の
際
は
、
出
来
る
だ
け
小
４
ぐ

　
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
土
砂
類
、

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
除
去
の
「
検
査
済
証
」

　
の
無
い
テ
レ
ビ
ー
ク
ー
ラ
ー
・

　
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
は
、
収
集
出

　
来
ま
せ
ん
。
自
転
車
に
つ
い
て

　
は
、
ゴ
ミ
と
分
か
る
ぷ
つ
に
明

　
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
：
ゴ
ミ
と

　
し
て
出
さ
ず
町
内
会
な
ど
で
取

　
り
ま
と
め
て
、
市
が
実
施
し
て

　
い
る
古
紙
回
収
事
業
な
ど
に
、

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ゴ
ミ
の
出
し
方
・
：
燃
え
る
ゴ
ミ

　
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
必
ず
分
別

　
し
て
、
収
集
日
当
日
に
定
点
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
清
掃
事
務
芭

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
電
話
2
0
1
5
1
1
）

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
7
月
分
）

移
動
図
書
館

7月の燃えないゴミ・し尿収集

日程表
燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

し尿収集の届け出を
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